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日
本
の
成
長
を
牽
引
し
、
更
な
る
飛
躍
を
果
た
す

た
め
、
平
成
二
十
四
年
三
月
に
新
た
な
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、同
計
画
に
基
づ
き
、

国
土
交
通
省
を
中
心
に
政
府
一
丸
と
な
っ
て
観
光
立

国
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
を
促

進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
相
互
理
解
の
増
進

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、観
光
旅
客
が
、

従
来
の
名
所
旧
跡
に
加
え
、
市
街
地
、
農
山
漁
村
等

を
回
遊
し
、
地
域
の
住
民
と
観
光
旅
客
と
の
交
流
を

促
進
す
る
滞
在
交
流
型
観
光
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ

り
、
関
係
者
が
連
携
し
、地
域
に
い
き
づ
く
暮
ら
し
、

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
に
係
る
地
域
の
幅
広
い
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
固
有
の
資
源
を
有
す

る
観
光
地
を
相
互
に
戦
略
的
に
連
携
さ
せ
た
観
光
圏

と
し
て
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
を
対
象
と
す
る
二

泊
三
日
以
上
の
滞
在
に
対
応
可
能
な
エ
リ
ア
を
国
内

に
形
成
し
、
海
外
の
観
光
地
と
比
較
し
て
も
十
分
な

魅
力
を
有
す
る
国
際
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光

地
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
幅
広
い
産
業
の
活
性
化

や
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
相
互
理
解
の
増
進
、

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
も
っ
て
地
域
住
民
が
誇

り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
を
促
進
し
、
我
が
国
固
有
の
自
然
、

文
化
、
歴
史
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
も
の
と
し

て
観
光
の
意
義
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

国
民
生
活
を
実
現
す
る
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
」
の
地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。ま

た
、農
山
漁
村
は
、心
豊
か
な
暮
ら
し
と
自
然
・

文
化
・
歴
史
を
大
切
に
す
る
良
き
伝
統
を
代
々
伝
え

て
き
て
お
り
、国
民
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、

農
山
漁
村
に
対
す
る
都
市
住
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
観

光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
農

山
漁
村
に
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、

国
民
全
体
が
「
食
」
や
美
し
い
景
観
等
と
い
っ
た
農

山
漁
村
の
魅
力
を
享
受
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
上
で
大
き
な

意
義
を
持
つ
と
と
も
に
、
滞
在
交
流
型
観
光
の
振
興

に
も
つ
な
が
り
、
観
光
圏
の
形
成
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

２

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞

在
の
促
進
の
目
標

今
般
の
滞
在
交
流
型
観
光
の
受
け
皿
た
る
観
光
圏

の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
は
、
国
内
に
お
け
る

旅
行
消
費
額
を
平
成
二
十
八
年
ま
で
に
三
十
兆
円
に

す
る
こ
と
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
平
成
二
十
八

年
ま
で
に
一
千
八
百
万
人
に
す
る
こ
と
、
訪
日
外
国

〇
農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
告
示
第
二
号

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
九
号
）

第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
観
光
圏
の
整
備
に
よ

る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方

針
（
平
成
二
十
年
農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
告
示
第
三
号
）
の
全
部
を

改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞

在
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

一

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在

の
促
進
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞

在
の
促
進
の
意
義

観
光
立
国
の
実
現
は
、
国
民
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
に
わ
た
っ
て
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
や
国
際
相
互
理
解
の
増

進
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
十
九
年
一
月
に
観
光
立
国
推
進

基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
が
施
行

さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
同
法
に
基
づ
き
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
し
た
観
光
地

域
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、
さ
ら
に
、
国
民
の
自

粛
ム
ー
ド
や
訪
日
旅
行
へ
の
不
安
に
よ
り
国
内
外
の

観
光
旅
客
が
減
少
し
、
全
国
の
観
光
分
野
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
方
で
、
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
復
興
に
向
け
た
支
援
の
輪
は
、
多
く
の
観
光
交

流
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
観
光
は
、

被
災
を
乗
り
越
え
た
地
域
を
支
え
、
活
力
あ
る
日
本

の
再
生
に
資
す
る
分
野
で
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
七

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
日
本
再
生
戦
略
に
お
い
て

も
、
観
光
振
興
が
力
強
い
日
本
の
再
生
を
実
現
す
る

た
め
の
戦
略
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
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